
 

 

 

 「ビットコイン」って何だか知っています。これはネット上の仮想通貨です。仮想と言っても、現代ではネット上で生活をし、利益を得て、富を蓄積している人もたくさんいますので、ネット上で通用する貨幣も、一国内で通

用する貨幣と同じような価値を持ったとしてもおかしくはありません。将来的には、国境を越えて通用するネット上の貨幣が、世界の主流の貨幣になるかもしれません。他方では極めて危険な投機的な財産になるだけかもしれま

せん。アメリカの政府も世界の大企業も、ビットコインの将来についての見通しは立っていません。とはいっても、アメリカでは、大企業がネット上の貨幣通貨の真価を認めざるを得なくなっているようです。あなた達は、これ

から 5 年間をかけて、大学に合格するための高校の授業だけではなく、ネット上の通貨、代表的なビットコインなどについて、真剣に学び、じょうずに立ち回る必要があるように思えます。森にはまだ十分な知識がありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 04月 19日 第 35巻 09号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【左】の【左】 ＣＯＶＩＤ－19＝コロナの原因は、コウモ

リのウイルスではないかと疑われており、コウモリを捕獲し

たうえでの医学的な研究がなされています。原因がわかれ

ば、対策も可能になるからです。少なくとも中国という国に

は責任がないことは明らかなのですが（笑）そう思っていな 

い人もたくさんいるようですね。 

👈【左】ＮＥＷＳＷＥＥＫの初めのページの紹介です。いろい

ろな国の指導者や事件の主役の声が載っています。このペー

ジだけでも面白いですよ。字が見えなかったら廊下にあるよ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下】アメリカ合衆国は、オバマ大統領の時から、大型の無人機のドローンを使って、多数の中東のシ

リアやイラクの人たちを殺してきましたが、今や小型で安価なドローンが、いろいろな国で造られるよ

うになって、その攻撃に対してアメリカが苦慮しているという記事です。兵器は拡散しますのでやむを

得ないことなのでしょう。いずれにせよアメリカが覇権国家で、世界中の国を最新兵器で脅し続けるこ 

とは無理なのです。世界の共存共栄が、経済的にも軍事的にも、必要なのです。 

 

【左】アメリカのバイデン大統領は、日

本に脅しをかけて、中国との経済取引を

制限しようとしています。しかし日本の

一部の企業は逆に、中華人民共和国との

関係を密にしようとしています。そうし

ないと会社がつぶれるからです。森は、

このような日本の企業の動きに賛成で

す。そもそもアメリカ合衆国が世界の経

済競争に勝てるかがわからないし、例え

中国企業であってもあなた達の収入や仕

事が増えることは好ましいからです。筆

者は逆の考えで、アメリカ支持者です。 

【右】 日本では連休明けに公開

される「ゴジラとコング」の闘

いは、どちらが勝つのでしょう

か？今はアメリカ合衆国では公

開されています（笑） 

【下】【下の下】  アメリカを中心とした資本主義社会の矛盾が世界中に拡散して、一方ではさらに過激な右

翼が誕生するとともに、今や中国や旧ソ連よりも急進的な左翼が世界中に出現しています。とりわけニューヨ

ークでは、アジア系の指導者が「ソーシャル・ミニマム」という、ある意味では社会主義の理想のようなもの

を掲げて、市長への立候補をするようです。名前はアンドリュー・ヤン氏です。ちなみに「資本主義が発展す

れば社会主義にならざるを得ない」と言ったのは、「資本論」を描いたかの有名なカール・マルクスです。 


